
















プラグ.マティスムの18~尚tま， C.S.パース (1839-1914)によって 1868壬ド
に通俗科乍月報 (PopularScience Monthly)に発表された論文， “われわ
れの観念をIljllViにする)j法"にあり，さらにプラグマテイズムが一般に知ら
れるようになったのは，ウィリアム・ジェイムズ (1842-1910)の若江γ‘プラグ
マテイズム" (1907) によるとされる。プラグマテ 4ズムが発生した当時の
アメリカの思想は，カルヴィ ニズムの決定論的運命論あるいはジョサイア ・
ロイス (1855-1916)のドイツ観念論的傾向]の下にあった。 しかし， これら
の思想は，都市生活をする人々に受け入れられたもので，辺境を開拓して行
く人々のフロンテ 4ア紡布1とは反するものであった。南北戦争 (1861-1865)
が終り，都市に於いても産業が発述するようになると ， 旧来・の思想にl[~ って
代る新しい思想が要求され，この要求に応えたのがプラグマテイズムと云え
ょう 。したがって，プラグマテイズムは，カルヴィニズムの決定論的運命論

















~~，冶に於いては，まずジェイムズの~'CFn論の 11今l床を行L 、， 次に宗教が要請
されるH~l処を見る。民に，宗教(，~)I色き )j と [1 常的ノド.き )jの論理的対立をIV1 ら
かにし，人1¥1の快活には"可缶の生きノ7がジェ イムズによって要約されている









ξースのな味論を次のように述べる。 " ・パースは，我々 の信念は'jCJ::上


























の11 1でjEに迷った人の伊IJをヲ I~ 、ている 。 ;j1，.fiの 1- 1 1 でi立に迷い餓死しかけている
人にとって， μ この仔牛の通ったらしい道を行けば家にたどりつける。"と

























































る。" とか “世界は調和されており，悪は存在していない。" などと云う fi
_@論的観念の持つ宗教的問絡に浸っていてはならぬ。このような宗教的観念



















































そしてそれは利1il'必主ゐのH1U4I(を確立するのである。"(1:) と玉・う。 又， ジェ
イムズによれば，人がいかなる種類の哲学休系をJ，¥'っかは，人の気質の差に
よって説明されるとするのであるが， 心の軟かい気質の人 (TheTender. 
Minded)は，イ'i.l!n，冶(1 (原理に基づく)で宗教的であり，心の硬い人 (The
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以上によってジェイムズのプラグマテイズムがし、かに観念の芯J沫と m~H~1
を規定するかを見た。この紅;朱，経験治的制念も合J1f!論的観;念も，双方とも人














イ ム ズの~\J11l沿を批判して次のように述べる。 “例えば， Ij災争においては，
~IL隊はある一定の時におけるその軍隊の位irfに IÄI して偽なる悦念を敵に対し














らず，この観念、は f[J1~性に関して LI己矛町に陥っていると云うことになる。 (1)
ここに状A は，経験論と合理，.命が調和されていない例を凡ることが11:¥*る。
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